
カロテノイドの体内動態
－フコキサンチンの酸化的代謝－

機能性

技術の特徴
カロテノイドの機能を安全に利用するため，その体内動態
を解明する必要がある。
カロテノイド炭素骨格の酸化開裂代謝の解析
水酸基をもつキサントフィルの酸化的代謝の解析

研究の内容 2%ワカメ群 7%ワカメ群 15%ワカメ群
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図－3 ワカメ粉末を与えたラット後腹膜脂肪組織
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図－1 共役二重結合の化学的・酵素的酸化開
裂による低分子カルボニル化合物の生成。

クロセチンを投与したマウス血漿中
のクロセチン代謝産物－HPLCプロ
ファイル G-C-G
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フィルの酸化的代
謝活性が存在
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今後の展開 図－4 マウスにおけるフコキサンチンの代謝

図－2 低分子カルボニル化合物のグルクロン
酸抱合体生成。
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今後の展開
ヒト血漿に最も多く含まれ加齢性黄斑変成症予防が期待される
ルテインの体内動態を明らかにする。
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